
人の動き（６月末日現在）

　人口　　３９，３７３人（－１６）

　男　　　１８，４３９人（＋２ ）

　女　　　２０，９３４人（－１８）

　世帯　１５，６５４世帯（－５ ）

　出生　　　 　２２人（±０ ）

　死亡　　　 　４２人（－５ ）

※外国人を含めた数値。（　）は前月比。

市内の交通事故状況（６月末日現在）

６月 累計 前年比

発　生 １５件 ７７件 －１２件

死　者 ０人 ０人 －３ 人

傷　者 １９人 ９４人 －２９人

市内の街頭犯罪等発生状況（６月末日現在）

６月 累計 前年比

侵 　 入  　盗 ２件 １６件 －７件

自  動  車  盗 ０件 ２件 －１件

オートバイ盗 ０件 ８件 ＋４件

自  転  車  盗 １件 １０件 －１６件

車 上 ね ら い １件 ６件 －１７件

水道の休日当直当番業者

月 日 指定工事事業者 電　話

８

６㈯ ㈲升田金物店 出　渕 ９６７－００６７

７㈰ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８

１３㈯ 西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８

１４㈰ 友澤設備 大　平 ９８２－１３８１

１５㈪ 武智水道工業㈱ 上三谷 ９８２－１２６８

２０㈯ ㈲港南設備 稲　荷 ９８２－４４８７

２１㈰ ㈱佐々木工業所 湊　町 ９８３－０４５０

２７㈯ Ｋ・シマダ 下吾川 ９８３－６５５３

２８㈰ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５

９
３㈯ ㈲栄電機設備 中　山 ９６７－１３１８

４㈰ ㈱伊予設備 米　湊 ９８３－４６１３

※水道メーターから宅地側の修理は自己負担。
※業者への依頼は、８：００～１７：００。

市税の納期（８月）

納期限 口座引落日

市民税・県民税

普通徴収

（第２期）

国民健康保険税

普通徴収

（第２期）

８月３１日（水）８月２９日（月）

幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

総
務
課
（
内
線
５
６
０
・
５
６
１
）

　

市
で
は
、
次
の
職
種
に
つ
い
て
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
・
人
数

○
幼
稚
園
教
諭　

１
人

○
保
育
士　
　
　

１
人

■
賃
金　

　

７
０
７
０
円（
日
額
）

※
勤
務
時
間
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

■
応
募
要
件
な
ど

○
幼
稚
園
教
諭
免
許
、
ま
た
は
保
育
士

資
格
を
有
す
る
方

○
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
方

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
免
許
証
、
資
格
者
証
の
写
し
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り

　

８
月
１２
日
㈮

※
募
集
人
数
に
達
し
な
い
場
合
は
、
随
時

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み

　

総
務
課
人
事
担
当

広報いよし ２０１１．８(�)
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ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

意
見
公
募
手
続
制
度
に
よ
る
意
見
を
求
め
ま
す

総
務
課
（
内
線
５
０
８
）

　

市
で
は
、
伊
予
市
意
見
公
募
手
続
条

例
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
政
策
等
の
名
称

　

伊
予
市
暴
力
団
排
除
条
例（
案
）

■
閲
覧
場
所

○
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

○
各
地
域
事
務
所

○
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
閲
覧
期
間
・
意
見
の
提
出
期
間

　

８
月
３
日
㈬
～

１６
日
㈫

■
意
見
の
提
出
方
法

　

意
見
提
案
書（
所
定
の
様
式
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

　

総
務
課（

９
８
３
ー
３
６
８
１
、
Ｅ

メ
ー
ルso

u
m

u
@

city
.iy

o
.lg

.jp

）



　

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
な
ど
の
承

認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
方
は
、
保
険

料
を
全
額
納
付
し
た
方
と
比
べ
、
将
来

受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
に
つ

い
て
、
１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
を「
追
納
」と
い
い
ま
す
。
受
け

取
る
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め

に
、
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

平
成
２３
年
度
中
に
追
納
す
る
場
合

の
、
加
算
額
を
含
め
た
具
体
的
な
金
額

は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

※
追
納
す
る
場
合
、
平
成
２０
年
度
以
前
の

保
険
料
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過

時
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

※
原
則
と
し
て
古
い
月
分
か
ら
追
納
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
免
除
」
と

な
っ
た
期
間
が「
納
付
猶
予
」、ま
た
は「
学

生
納
付
特
例
」と
な
っ
た
期
間
よ
り
古
い

も
の
で
あ
れ
ば
、
ど
ち
ら
を
納
め
る
か

選
択
で
き
ま
す
。

受
け
取
る
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い
方

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
７
）

　

病
院
に
入
院
す
る
と
き
、
被
保
険
者

証
と
認
定
証
を
提
示
す
る
と
、
１
カ
月

の
病
院
へ
の
支
払
い
を
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
７０
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
が
入
院
し
た
場
合
》

　
「
限
度
額
認
定
証
」（
要
申
請
）
を
被
保

険
者
証
と
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
適
用
外
の
費
用
、
入
院
時
の
食
事
代

な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

《
７０
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
、

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

が
入
院
し
た
場
合
》

○
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」（
要
申
請
）
を
被
保
険
者
証
と
一

緒
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
食
事
代
も
減

額
さ
れ
ま
す
。（
過
去
１
年
間
で
９０
日
以

上
入
院
し
た
方
は
、
食
事
負
担
額
を
さ

ら
に
減
額
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
住
民
税
課
税
世
帯
の
方
は
、
被
保
険
者

証
の
提
示
の
み
で
、
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

　

認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
は
、
翌
年
度

の
認
定
証
が
自
動
更
新
さ
れ
ま
す
が
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
自
動
更
新

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
方
は
８
月

以
降
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
税（
料
）の
未
納
が
あ
る
場
合
や
、

平
成
２２
年
中
の
所
得
申
告
を
し
て
い
な

い
方
は
、
認
定
証
を
交
付
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
被
保
険
者
証

○
印
鑑

○
入
院
が
９０
日
を
超
え
る
方
は
、
領
収

書
な
ど
入
院
日
数
が
確
認
で
き
る
も
の

※
１
月
１
日
以
降
に
転
入
し
た
方
は
、
旧
住

所
地
で
の
課
税
証
明
書
（
世
帯
全
員
分
）

※
本
人
、
ま
た
は
同
一
世
帯
の
方
以
外
が

申
請
す
る
場
合
は
委
任
状

■
申
請
窓
口

　

健
康
保
険
課
、
ま
た
は
各
地
域
事
務
所

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
方
へ

入
院
時
の
医
療
費
の
支
払
い
に
つ
い
て

健
康
保
険
課
（
内
線
５
２
４
・
５
４
５
）

■今年度に追納する場合の保険料（月額）

年
度

全額免除
（学生納付特例）
（納付猶予）

４分の３
免除

半額免除
４分の１

免除

１３ １５，３５０円 ー ー ー

１４ １４，７６０円 ー ７，３８０円 ー

１５ １４，５４０円 ー ７，２７０円 ー

１６ １４，３４０円 ー ７，１７０円 ー

１７ １４，３８０円 ー ７，１９０円 ー

１８ １４，４４０円 １０，８３０円 ７，２２０円 ３，６１０円

１９ １４，４７０円 １０，８４０円 ７，２３０円 ３，６１０円

２０ １４，５８０円 １０，９４０円 ７，２９０円 ３，６４０円

２１ １４，６６０円 １０，９９０円 ７，３３０円 ３，６６０円

２２ １５，１００円 １１，３２０円 ７，５５０円 ３，７７０円

　追納を希望する方は、松山西年金事務所（☎

９２５ー５１０５）、または健康保険課でお申し込み

ください。

８
月
１７
・
１８
日
に
受
け
付
け
ま
す

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
『
現
況
届
』
を
お
忘
れ
な
く

福
祉
課
（
内
線
５
３
８
・
５
５
３
）

■
日
時　

８
月
１７
日
㈬
・
１８
日
㈭
、
９

時
～
１６
時

■
場
所　

伊
予
市
市
民
会
館
１
階

■
手
当
の
種
類

児
童
扶
養
手
当

○
必
要
書
類　

証
書
、
認
印
な
ど

○
対
象
者　

父
、
ま
た
は
母
と
生
計
が

同
一
で
な
い
１８
歳
未
満
の
児
童
を
監

督
・
保
護
す
る
母
、
ま
た
は
養
育
し
て

い
る
母
以
外
の
方（
児
童
と
同
居
し
、

監
督
・
保
護
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
生

計
を
維
持
し
て
い
る
方
）

○
支
給
月
額

▽
児
童
が
１
人
の
場
合

　

全
額
支
給
／
４
１
５
５
０
円

※
一
部
支
給
は
、
所
得
に
応
じ
て
計
算
。

▽
児
童
が
２
人
の
場
合
／
５
０
０
０
円

加
算

▽
以
下
１
人
増
え
る
ご
と
に
／

３
０
０
０
円
加
算

特
別
児
童
扶
養
手
当

○
必
要
書
類　

証
書
、
認
印
、
在
学
証

明
書
な
ど

○
対
象
者　

精
神
障
害
や
身
体
障
害
を

持
つ
２０
歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
で
監

督
・
保
護
し
て
い
る
養
育
者（
児
童
が

入
所
し
て
い
な
い
こ
と
）

○
支
給
月
額　

一
級
／
５
０
５
５
０

円
、
二
級
／
３
３
６
７
０
円

特
別
障
害
者
手
当

○
必
要
書
類　

認
印
、
年
金
証
書
、
年

金
額
改
定
通
知
書
な
ど

○
対
象
者　

２０
歳
以
上
で
身
体
、
ま
た

は
精
神
障
害
が
重
複
し
た
重
度
の
障
害

者
で
、
日
常
生
活
で
常
に
特
別
の
介
護

が
必
要
な
方（
在
宅
の
み
）

○
支
給
月
額　

２
６
３
４
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

○
必
要
書
類　

認
印

○
対
象
者　

２０
歳
未
満
で
重
度
障
害
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
に
介
護
が

必
要
な
児
童
な
ど

○
支
給
月
額　

１
４
３
３
０
円

※
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
届
出
を
し
な
い

と
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

７
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら

次
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
暮
ら
し
の
中
で
の
悩
み
や
心

配
ご
と
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
る
方
は
、

お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
人
権
擁
護
委
員

○
髙
橋 

宏
文
さ
ん（
再
任
）

○
向
井 

三
枝
子
さ
ん（
新
任
）

悩
み
や
心
配
ご
と
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

伊
予
市
の
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

福
祉
課
（
内
線
５
２
６
）

広報いよし ２０１１．８(11) ２０１１．８ 広報いよし (10)

しせいニュースしせいニュース
　伊予市役所　　　〒７９９－３１９３  伊予市米湊８２０番地

　中山地域事務所　〒７９１－３２９２  伊予市中山町出渕２番耕地１２０番地

　双海地域事務所　〒７９９－３２９２  伊予市双海町上灘甲５８２１番地６

被
災
地
の
早
期
復
興
を
継
続
的
に
支
援

ベ
ル
マ
ー
ク
で
「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
校
の
支
援
を
！

総
務
課
（
内
線
５
０
８
）

　

ベ
ル
マ
ー
ク
教
育
助
成
財
団
で
は
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
学
校
や
子

ど
も
た
ち
を
、
長
期
的
か
つ
継
続
的
に

支
援
す
る
た
め
、
ベ
ル
マ
ー
ク
を
収
集

し
、
ベ
ル
マ
ー
ク
運
動
参
加
校
の
設
備

品
・
教
材
の
購
入
費
に
充
て
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
た
め
、
次
の
場
所
に
ベ
ル
マ
ー
ク
収

集
箱
を
設
置
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ベ
ル
マ
ー
ク
教
育
助
成
財
団
、

ま
た
は
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
設
置
場
所

○
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

○
各
地
域
事
務
所

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
総
務
課
ま

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
極
端
に
小
さ
い
ベ
ル
マ
ー
ク
は
余
白
を

残
し
て
１
㎝
く
ら
い
に
、
そ
れ
以
外
は

枠
に
沿
っ
て
切
っ
て
く
だ
さ
い
。



伊
予
市
都
市
計
画
区
域

用
途
地
域
変
更
案
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

都
市
整
備
課
（
内
線
５
６
８
）

　

伊
予
市
都
市
計
画
区
域
の
用
途
地
域

の
変
更
を
行
う
素
案
に
つ
い
て
説
明
会

を
実
施
し
ま
す
。

　

変
更
の
対
象
と
な
る
の
は
左
図（
青

枠
）の
と
お
り
で
す
。

■
開
催
日
時　

８
月
１９
日
㈮
、

１９
時
～

■
開
催
場
所　

伊
予
市
市
民
会
館
４
階

伊
予
市
庁
舎
等
基
本
計
画
策
定
審
議
会
委
員

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す

庁
舎
建
設
課
（
内
線
５
８
１
）

　

伊
予
市
総
合
計
画
実
施
計
画
に
基
づ

く
本
庁
舎
、
図
書
館
お
よ
び
文
化
ホ
ー

ル
の
建
設
に
係
る
基
本
計
画
策
定
の
た

め
、
市
民
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

■
審
議
会
等
の
名
称

　

伊
予
市
庁
舎
等
基
本
計
画
策
定
審
議

会■
募
集
委
員　

　

公
募
に
よ
る
市
民
３
人

■
任
期　

　

委
嘱
の
日
か
ら
１
年
以
内

■
委
員
会
の
予
定
回
数

　

１０
回
程
度

■
報
酬

　

市
の
規
定
に
よ
る
報
酬（
日
額
）を
支

給■
応
募
資
格

○
応
募
時
に
満
２０
歳
以
上
で
、
１
年
以

上
市
内
に
在
住
し
、
任
期
中
に
転
出
す

る
予
定
が
な
い
方

○
本
市
の
他
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に

選
任
さ
れ
て
い
な
い
方

○
行
政
機
関
の
職
員
、
ま
た
は
市
議
会

議
員
で
な
い
方

■
選
考
方
法

○
作
文
に
よ
る
審
査

・「
庁
舎
・
図
書
館
・
文
化
ホ
ー
ル（
ど

れ
か
１
つ
で
も
可
）
の
建
設
に
つ
い

て
自
分
の
思
い
」を
題
材
と
し
た
作
文

（
８
０
０
字
程
度
）

※
面
接
に
よ
る
審
査
を
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
作
文
を
添
付
し
、
直
接
、
郵
送
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
応
募
申
込
書
は
、
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、

庁
舎
建
設
課
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
審
査
結

果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
期
限

　

８
月
２６
日
㈮
必
着

■
提
出
先

　

庁
舎
建
設
課（
Ｅ
メ
ー
ルcy

o
u
sy

a-

k
en

setsu
@

city
.iy

o
.lg

.jp

）

耐
震
診
断
や
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査

住
宅
や
建
築
物
の
診
断
・
調
査
費
用
を
補
助
し
ま
す

都
市
整
備
課
（
内
線
５
９
６
・
５
４
３
）

　

市
で
は
、
次
の
住
宅
や
建
築
物
の
診

断
・
調
査
に
係
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。　

①
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

○
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

・
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅（
枠
組
み

壁
工
法
、
丸
太
組
工
法
、
大
臣
な
ど
の

特
別
な
認
定
を
受
け
た
工
法
の
も
の
は

対
象
外
）

・
階
数
が
２
階
以
下
で
、
延
べ
面
積
が

５００
㎡
以
下
の
も
の

・
併
用
住
宅
の
う
ち
、
住
宅
以
外
の
用

に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
が
、

延
べ
面
積
の
２
分
の
１
未
満

の
も
の

※
た
だ
し
、
専
用
住
宅
の
う
ち
、

共
同
住
宅
お
よ
び
長
屋
住
宅

は
対
象
外
。

○
補
助
対
象
者

　

対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有

者○
対
象
と
な
る
耐
震
診
断

　

「
愛
媛
県
木
造
住
宅
耐
震
診

断
事
務
所
」の
登
録
を
受
け
た
建
築
士

事
務
所
が
、「
愛
媛
県
木
造
住
宅
耐
震
診

断
マ
ニ
ュ
ア
ル
」に
基
づ
き
実
施
す
る
耐

震
診
断
。

○
補
助
金
の
額

　

補
助
対
象
経
費
の
総
額
と
し
、
４
万

円
を
限
度
に
補
助（
千
円
未
満
切
り
捨

て
）

○
受
付
戸
数　

２０
戸
分

※
申
請
受
付
順

②
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査

○
対
象
と
な
る
建
築
物

　

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
が
施
工

さ
れ
た
恐
れ
の
あ
る
住
宅
・
建
築
物

○
補
助
対
象
者

　

対
象
と
な
る
住
宅
・
建
築
物
の
所
有

者○
対
象
と
な
る
含
有
調
査

　

Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ａ
１
４
８
１「
建
材
中
の
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
測
定
方
法
」に
よ

る
調
査

○
補
助
金
の
額

　

補
助
対
象
経
費
の
総
額
と
し
、
１
カ

所
あ
た
り
１０
万
円
を
限
度
に
補
助
。（
千

円
未
満
切
り
捨
て
）
　

※
１
棟
あ
た
り
の
上
限
は
２５
万
円
。

○
受
付
カ
所
数　

１０
カ
所

※
申
請
受
付
順

■
①
・
②
受
付
期
間

　

９
月
１
日
㈭
～
１１
月
３０
日
㈬
、
８
時

３０
分
～
１７
時
１５
分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

※
都
市
整
備
課
窓
口
で
事
前
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
住
宅
の
建

築
年
度
や
構
造
が
分
か
る
資
料（
確
認
通

知
書
の
写
し
、
建
築
物
の
登
記
事
項
証

明
書
な
ど
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

伊
予
市
非
核
平
和
都
市
宣
言

　

伊
予
市
は
、
人
類
共
通
の
願
い
で
あ
る
世
界
恒
久
平
和
の
理
念
に
基
づ
き
、

「
つ
く
ら
ず
・
持
た
ず
・
持
ち
込
ま
せ
ず
」の
非
核
三
原
則
の
完
全
実
施
を
願
い
、

核
兵
器
の
全
面
的
廃
絶
と
軍
備
縮
小
を
全
世
界
に
訴
え
ま
す
。

※
こ
の
宣
言
は
、
平
成
１８
年
３
月
２４
日
に
伊
予
市
議
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

広報いよし ２０１１．８(13) ２０１１．８ 広報いよし (12)

しせいニュースしせいニュース

　

平
成
２３
年
９
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
次
に
該
当
す
る
方
の
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
１
年
に
９０
日
以
上
漁
業
に
従
事
し
、

区
域
内
に
住
所
、
ま
た
は
事
業
場
を
有

す
る
個
人
お
よ
び
法
人
な
ど（
漁
業
法

第
８６
条
第
１
～
３
項
）

■
受
付
期
間

　

９
月
１
日
㈭
～
５
日
㈪

■
取
り
ま
と
め
先

　

各
漁
協（
伊
予
・
上
灘
・
下
灘
）

※
申
請
書
は
、
伊
予
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局（
市
役
所
３
階
）に
あ
り
ま
す
。

愛
媛
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

伊
予
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
内
線
５
８
４
）



農
業
者
の
方
へ

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か農業

委
員
会
事
務
局
（
内
線
５
７
７
）

■
加
入
資
格

　

６０
歳
未
満
で
、
保
険
料
免
除
を
受
け

て
い
な
い
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
の
農
業
者（
年
間
６０
日
以
上
農
業
に

従
事
）の
方
。

■
農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

○
少
子
高
齢
化
に
強
い
年
金

　

農
業
者
年
金
は
、
自
ら
納
め
た
保
険

料
と
運
用
益
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

加
入
者
の
減
少
や
受
給
者
の
増
加
な
ど

が
あ
っ
て
も
、
財
政
的
な
安
定
は
損
な

わ
れ
な
い
、
少
子
高
齢
化
時
代
に
あ
っ

た
安
心
で
き
る
年
金
制
度
で
す
。

○
年
金
は
生
涯
支
給

（
８０
歳
ま
で
の
保
証
つ
き
）

　

原
則
６５
歳
に
な
れ
ば
年
金
は
生
涯
支

給
さ
れ
ま
す
。（
終
身
年
金
）

　

仮
に
８０
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で

も
、
農
業
者
老
齢
年
金
を
死
亡
し
た
翌

月
か
ら
８０
歳
に
達
す
る
ま
で
に
支
給
す

る
場
合
の
支
給
総
額
の
現
在
価
値
に
相

当
す
る
金
額
が
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺

族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
所
得
税
・
住
民
税
の
節
税

　

保
険
料
納
付
と
年
金
給
付
の
両
方
に

税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

支
払
っ
た
保
険
料
の
１５
～
３０
％
程
度

が
節
税
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
将
来

受
け
取
る
農
業
者
年
金
は
、
公
的
年
金

等
控
除
の
対
象
と
な
り
、
６５
歳
以
上
の

方
は
、
公
的
年
金
等
の
合
計
額
が

１２０
万

円
ま
で
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

○
国
か
ら
の
保
険
料
助
成
が
あ
る

唯
一
の
政
策
支
援
年
金

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い

る
な
ど
、
意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
、
国

か
ら
月
額
最
高
１
万
円
の
保
険
料
補
助

が
あ
り
ま
す
。（
保
険
料
の
国
庫
補
助
）

一
定
要
件
を
満
た
せ
ば
、
国
庫
補
助
額

も
自
分
の
年
金
と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

○
老
後
の
設
計
に
合
わ
せ
て

自
由
に
保
険
料
を
選
択

　

月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
ま
で

の
千
円
単
位
で
自
由
に
選
択
で
き
、
ま

た
、
い
つ
で
も
保
険
料
を
見
直
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

つながって 支えあって 消費者力
伊予市消費者相談窓口からのお知らせ

超低金利時代の投資商法に注意！

　
未公開株、社債などの訪問販売や電話勧誘

は、巧みなセールストークで高額な資産が狙

われるトラブルがあります。以前の被害を回

復したい消費者心理につけこんだ二次被害

や、複数の業者が投資意欲をあおる巧妙な手

口もあります。

「絶対にもうかる」「高配当」「値上がり確実」

「上場間近」「損害を取り戻してあげる」

あいまいな返事はトラブルのもとです。

こんな誘い文句は、はっきりと断りましょう。

悪質商法・多重債務などで困った時は、まず相談！

産業経済課　消費者相談窓口

専用電話　☎９８２－１２８９
月・水・金曜日は専門の相談員が対応します。

子
ど
も
の
就
学
に
つ
い
て
悩
み
や
お
困
り
の
こ
と
が
あ
る
方
へ

平
成
２４
年
度
伊
予
市
就
学
児
童
の
教
育
相
談
の
ご
案
内

学
校
教
育
課
（
内
線
７
２
１
）

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
２４
年
度

に
市
内
の
小
学
校
に
就
学
す
る
幼
児
を

対
象
に
、
伊
予
市
就
学
児
童
教
育
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
就
学
に
つ
い
て
、
悩
み
や

お
困
り
の
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日　

８
月
２２
日
㈪

■
場
所　

伊
予
市
中
央
公
民
館

■
申
込
期
限　

８
月
１６
日
㈫

■
申
込
先　

学
校
教
育
課

北
山
崎
・
か
ら
た
ち
・
伊
予
・
中
山
幼
稚
園

平
成
２４
年
度 

市
立
幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す

学
校
教
育
課
（
内
線
７
１
６
）

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
２４
年
度

市
立
幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
園
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
９
月
１
日
㈭

～
１６
日
㈮（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）の
開

園
時
間
中
に
各
幼
稚
園
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
と
申
込
用
紙
は
、
各
幼
稚
園
、

学
校
教
育
課
に
あ
り
ま
す
。

■
入
園
資
格

○
３
歳
児　

平
成
２０
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　

平
成
２１
年
４
月
１
日
出
生

○
４
歳
児　

平
成
１９
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　

平
成
２０
年
４
月
１
日
出
生

○
５
歳
児　

平
成
１８
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　

平
成
１９
年
４
月
１
日
出
生

※
市
内
に
在
住（
住
民
登
録
）
を
し
て
い
る

幼
児

※
保
護
者
が
責
任
を
持
っ
て
送
迎
で
き
、
集

団
活
動
が
可
能
な
幼
児

■
通
園
地
域

　

小
学
校
区
を
原
則
と
し
ま
す
が
、
北

山
崎
幼
稚
園
・
中
山
幼
稚
園
は
、
そ
れ

ぞ
れ
南
山
崎
校
区
・
双
海
校
区
を
含
み

ま
す
。
な
お
、各
園
の
応
募
状
況
に
よ
っ

て
は
、
教
育
委
員
会
で
調
整
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
入
園
費
用

○
入
園
料　

５
０
０
０
円

○
保
育
料　

６
０
０
０
円
／
月

※
料
金
は
、
改
定
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■募集園児数

幼稚園名 ３歳児 ４歳児 ５歳児

北山崎幼稚園

☎９８２－３１７９
２０人 ２４人 １５人

からたち幼稚園

☎９８２－４２０２
３５人 ２人 １人

伊予幼稚園

☎９８２－４２０１
２０人 １５人 １２人

中山幼稚園

☎９６７－１２６６
２０人 ２８人 ３０人

港
南
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
や
プ
ー
ル
な
ど

工
事
基
本
設
計
が
完
了
し
ま
し
た

学
校
教
育
課
（
内
線
６
４
２
・
７
２
２
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
港
南
中
学
校
の

新
し
い
体
育
館
と
プ
ー
ル
な
ど
の
改
築

を
計
画
し
て
お
り
、
こ
の
度
、
基
本
設

計
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
工
事
に
伴
う
実
施
設
計
を

進
め
、
平
成
２４
年
夏
ご
ろ
工
事
に
着
手

予
定
で
す
。
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■完成イメージ図

　

固
定
資
産
評
価
基
準
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
冷
蔵
倉
庫
の
評
価
額
算
出
方
法

が
平
成
２４
年
度
か
ら
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
中
に
該
当
す
る
家
屋
を
調
査

し
、
適
用
を
変
更
し
ま
す
の
で
、
対
象

倉
庫
を
所
有
す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
今
年
以
降
に
新
築
す
る
方
は
、
新

築
家
屋
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

調
査
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
倉
庫

①
非
木
造
倉
庫

　

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
造
、
鉄
骨
造
、
軽
量
鉄
骨
造
な
ど
。

②
１０
℃
以
下
に
保
た
れ
る
倉
庫

・
１０
℃
以
下
に
保
つ
機
能
を
有
す
る
倉

庫
が
対
象
。（
自
家
用
も
含
む
）

・
倉
庫
自
体
に
冷
蔵
機
能
を
備
え
て
い

る
こ
と
。
単
に
プ
レ
ハ
ブ
方
式
冷
蔵
庫

や
業
務
用
冷
蔵
庫
な
ど
を
設
置
し
て
い

る
場
合
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
一
般
倉
庫
に
比
べ
、
最
終
残
価
率
に
達
す

る
ま
で
の
年
数
が
短
く
な
り
ま
す
の
で
、

評
価
額
が
下
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

固
定
資
産
税（
家
屋
）

冷
蔵
倉
庫
の
評
価
基
準
が
変
わ
り
ま
す

税
務
課
（
内
線
５
３
１
）



皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
に
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

■伊予市管内の火災と救急出場件数（６月末日現在）

種別 ６月分 累計

火 災

件 数

本庁 ２

２

本庁 ４

７中山 ０ 中山 １

双海 ０ 双海 ２

救急出場

件 数

本庁 １１０

１５４

本庁 ６７４

８９２中山 ２５ 中山 ９２

双海 １９ 双海 １２６

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
！
花
火
で
遊
ぶ
機

会
も
多
く
な
り
ま
す
。
花
火
は
と
て
も

楽
し
い
も
の
で
す
が
、
遊
び
方
を
間
違

え
る
と
思
わ
ぬ
け
が
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

正
し
い
遊
び
方
で
花
火
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

【
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
】

○
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ
く

読
ん
で
、
必
ず
守
る
。

○
必
ず
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ
。

○
正
し
い
位
置
に
、
正
し
い
方
法
で
点

火
す
る
。

○
周
り
に
燃
え
る
も
の
が
な
い
と
こ
ろ

を
選
び
、
バ
ケ
ツ
な
ど
で
水
を
用
意
す

る
。

　
「
消
防
車
両
は
特
殊
な
免
許
が
い
る

の
で
は
？
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

ポ
ン
プ
車
や
救
急
車
、
救
助
工
作
車
、

は
し
ご
車
な
ど
は
特
別
な
免
許
が
な
く

て
も
運
転
で
き
ま
す
。 

　

し
か
し
、
実
際
に
は
消
防
車
や
救
急

車
を
使
っ
て
消
防
活
動
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の

自
動
車
や
資
器
材
を
効
果
的
に
活
用
す

る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
管
内
の
道
路
事
情
、
消

防
水
利
に
精
通
し
、
車
両
や
資
器
材
の

【
危
険
な
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
！
】

○
人
や
家
に
向
け
て
遊
ば
な
い
。

○
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火
を
つ

け
な
い
。

○
吹
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
筒
も
の

花
火
は
、
途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒
を

の
ぞ
か
な
い
。

○
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
絶
対

に
し
な
い
。

○
風
の
強
い
と
き
は
花
火
を
し
な
い
。

【
事
故
が
起
き
た
と
き
の
対
処
法
】

○
や
け
ど
を
し
た
場
合

　

ま
ず
患
部
を
流
水
で
冷
や
し
て
く
だ

さ
い
。
患
部
に
服
が
く
っ
つ
い
て
い
る

と
き
は
、
無
理
に
脱
が
せ
な
い
で
そ
の

ま
ま
流
水
で
冷
や
し
ま
す
。
そ
の
あ
と

で
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
暴
発
・
爆
発
し
た
場
合

　

正
し
い
遊
び
方
で
遊
ん
で
い
て
事
故

が
起
き
た
場
合
に
は
、
花
火
の
燃
え
か

す
や
袋
を
必
ず
保
管
し
て
お
き
、
購
入

し
た
お
店
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
連

絡
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
花
火

操
作
に
熟
知
し
た
者
に
、「
機
関
員
」
と

い
う
署
内
資
格
を
与
え
、
そ
の
人
た
ち

だ
け
に
限
っ
て
消
防
車
両
な
ど
の
運
行

を
任
せ
て
い
る
の
で
す
。

　

消
防
車
両
の
運
転
は
、
法
的
に
は
そ

れ
に
応
じ
た
免
許
が
あ
れ
ば
で
き
ま
す

が
、
実
際
は
、
有
効
的
な
消
防
活
動
が

で
き
る「
機
関
員
」で
な
け
れ
ば
、
運
転

で
き
ま
せ
ん
。

は
露
天
な
ど
で
販
売
が
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
）

　

そ
し
て
、
事
故
の
状
況
や
日
時
、
商

品
名
、
や
け
ど
の
程
度
、
け
が
を
し
た

人
の
年
齢
、
連
絡
先
を
確
実
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

消
防　
　
　

知
識

「
消
防
車
両
を
運
転
す
る
に
は
」
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